
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 公共 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校「新公共」 （第一学習社） 

副教材等 クローズアップ公共 2023 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・教科書・資料集を用いて学習をすすめる。 

・「地球市民」という視点を持ち、現代社会の諸課題を主体的に考察すること。 

・日ごろから社会事象に関心をもち、公共での学習と関連させて理解を深めること。 

 

２ 学習の到達目標 

・考察・選択・判断のための手掛かりとなる概念・理論を理解し、諸資料から必要な情報を適切

かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。 

・現実社会の諸課題の解決に向けて、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、

合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。 

・よりよい社会の実現を視野に、現代社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとと

もに、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深

める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代の社会的事象と人間と

しての在り方生き方とにか

かわる基本的な事柄を理解

し、その知識を身につけて

いる。 

現代の社会と人間にかかわ

る事柄から課題を見いだし、

社会的事象の本質や人間の

存在及び価値などについて

広い視野に立って多面的・多

角的に考察し、社会の変化や

様々な考え方を踏まえ公正

に判断して、その過程や結果

を適切に表現している。 

現代の社会と人間にかかわ

る事柄に対する関心を高め、

意欲的に課題を研究すると

ともに、平和で民主的なより

よい社会の実現に向けて参

加、協力する態度を身に付け

人間としての在り方生き方

についての自覚を深めよう

とする。 

評
価
方
法 

定期考査 

ワークシート等 

小テスト 

定期考査 

ワークシート等 

 

定期考査 

ワークシート等 

発問評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理 

  

 

①人間の尊厳と平等、個

人の尊重 

 

②民主主義と法の支配 

 

③自由・権利と責任・義務 

 

④日本国憲法に生きる基

本的原理 

 

a: 人間の尊厳と平等、個人の尊重、

自由・権利と責任・義務など、公共的

な空間における基本的原理について

理解している。 

b: 公共的な空間における基本的原

理について、思考実験など概念的な

枠組みを用いて考察する活動を通し

て、個人と社会との関わりにおいて

多面的・多角的に考察し、表現してい

る。 

c: よりよい社会の実現を視野に、多

面的・多角的な考察や深い理解を通

して、公共的な空間における基本的

な原理について理解しようとしてい

る。 

定期考査 

 

ワークシー

ト等 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

 

発問評価 

法
的
な
主
体
と
な
る
私
た
ち 

 

①法と基本的人権 

 

②自由に生きる権利と法・

規範 

 

③平等に生きる権利と法・

規範 

 

④安全で豊かに生きる権

利と法・規範 

 

⑤法をよりよいものとする

ための権利 

 

⑥裁判所と司法 

 

⑦国民の司法参加 

 

 

 

a: 自由権・平等権・社会権などの諸

権利の内容について理解している。 

b: 冤罪や死刑制度、さまざまな差

別、生存権の保障など、人権に関する

現実社会の課題について考察し、自

分の意見を適切に表現している。 

c: 各種の基本的人権が保障されて

いることの意義を知り、平等権と社

会的な差別の諸課題について多面的

かつ主体的に考察している。 

定期考査 

 

ワークシー

ト等 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

 

発問評価 



 

※令和４年度以降入学生用 

前
期 

政
治
的
な
主
体
と
な
る
私
た
ち
（
１
） 

 

①私たちと選挙 

 

②選挙の現状と課題 

 

③世論の形成と政治参加 

 

④国会と立法 

 

⑤内閣と行政 

 

⑥地方自治と住民自治 

 

a: 国会の役割や権限、内閣の構成や

運営について理解している。また、政

治参加と公正な世論の形成など、政

治主体としての権利は憲法保障のも

とにあることを理解している。 

b: 具体的な主題を設定し、合意形成

や社会参画を視野に入れながら、そ

の主題の解決に向けて協働して考察

している。c: よりよい社会の実現を

視野に、政治参加と公正な世論の形

成、地方自治などに関わる課題を主

体的に解決しようとしている。 

定期考査 

 

ワークシー

ト等 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

 

発問評価 

政
治
的
な
主
体
と
な
る
私
た
ち
（
２
） 

 

⑦国家と国際法 

 

⑧国境と領土問題 

 

⑨国際連合の役割と課題 

 

⑩平和主義と安全保障 

 

⑪日本の安全保障体制

の変容 

 

⑫人種・民族問題と地域

紛争 

 

⑬国際社会における日本

の役割 

 

a: 国家主権、領域、我が国の安全保

障と防衛、国際連合の役割や課題、国

際社会における我が国の役割などに

関わる事柄について理解している。 

b: 国際政治や国際法はどのような

ものなのか、国内政治や国内法との

違いに着目してまとめるなど、適切

に表現している。 

c: よりよい社会の実現を視野に、多

面的・多角的な考察や深い理解を通

して、現代の国際的な諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

定期考査 

 

ワークシー

ト等 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

 

発問評価 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期 

経
済
的
な
主
体
と
な
る
私
た
ち
（
１
） 

①私たちと経済 

 

②労働者と権利 

 

③現代の企業 

 

④市場の仕組み 

 

⑤経済発展と環境保全 

 

⑥国民所得と私たちの生

活 

 

⑦経済成長と国民の福祉 

 

 

a: 生産・分配・消費、希少性、トレ

ードオフ、機会費用など、経済の根本

的な概念について理解している。 

b: 資本主義経済の成立以降、経済社

会がどのように展開していったか、

政府の役割の変化と関連させて考察

している。 

c: 経済成長による経済的な豊かさ

と幸福について、数値化することが

困難な経済活動や生活の諸行動をど

のように評価するべきかという観点

から、主体的に考えを導きだそうと

している。 

定期考査 

 

ワークシ

ート等 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

 

発問評価 

経
済
的
な
主
体
と
な
る
私
た
ち
（
２
） 

⑧金融の意義と役割 

 

⑨財政のしくみと租税 

 

⑩日本の財政の課題 

 

a: 金融は、信用創造等により、家計

や企業からの資金を様々な経済主体

に投資することで資本を増加させ、

生産性を高め、社会を豊かに発展さ

せる役割を担っていることを理解し

ている。 

b: 景気のそれぞれの局面に対処す

るため、日本銀行がどのような政策

をとっているか、企業との関係も含

めて多面的・多角的に考察、構想した

りしたことを、論拠をもって表現し

ている。 

c: 財政再建をどのようにすすめる

べきか、また、増税する場合はどの税

の税率を上げるべきかについて主体

的に追究し、課題を意欲的に解決し

ようとしている。 

 

定期考査 

 

ワークシ

ート等 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

 

発問評価 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期 

経
済
的
な
主
体
と
な
る
私
た
ち
（
３
） 

 

⑪国際分業と貿易 

 

⑫国際収支と国際経済体

制 

 

⑬地域的経済統合 

 

⑭国際社会における貧困

や格差 

 

⑮地球環境問題 

 

⑮資源・エネルギー問題 

 

a: 世界経済がより緊密に結び付き、

経済活動が世界的な規模で自由に行

われていること、一国の経済政策や

経済活動が他国にも影響を与えるな

どの事柄について理解している。 

 

b: 経済のグローバリゼーションが

もたらしたメリットとデメリットを

考察し、それらを適切に表現してい

る。 

 

c: よりよい社会の実現を視野に、多

面的・多角的な考察や深い理解を通

して、経済のグローバル化と相互依

存関係の深まりに関わる諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

 

定期考査 

 

ワークシ

ート等 

 

小テスト 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

定期考査 

 

ワ ー ク シ

ート等 

 

発問評価 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


